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１９３ 

“
敗
戦
七
〇
年 

”
そ
し
て
格
差
社
会
へ
（
６
） 

！
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
！
と
宣
う
・
が
裏
付
け
の
な
い
政

策
！
こ
れ
を
「
ア
ホ
の
ミ
ッ
ク
ス
」
と
の
批
判
す
る
経
済
評
論
家
も
い
る
。「
１０

万
人
の
介
護
離
職
者
ゼ
ロ
〜
地
域
で
万
全
な
介
護
体
制
」
と
、
連
呼
す
る
が
、

そ
の
実
態
は
、「
親
な
ど
の
介
護
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
る
。
「
介
護
離
職
者
」

は
「
年
間
１０
万
人
前
後
。
安
倍
首
相
は
こ
の 

“
打
開
策 

”
と
し
て
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
を
増
や
そ
う
と
い
う
。
厚
労
省
に
よ
る
と
、
「
特
養
の

利
用
者
は
現
在
、
約
５４
万
人
。
さ
ら
に
、
入
居
待
機
者
は
約
５２
万
人
い
る
。
」 

今
後
、
団
塊
世
代
の
高
齢
化
で
さ
ら
に
利
用
者
、
待
機
者
と
も
増
え
る
見
通

し
な
の
だ
が
、
安
倍
首
相
が
言
う
よ
う
に
「
施
設
を
増
や
せ
ば
メ
デ
タ
シ
」
で

済
む
問
題
じ
ゃ
な
い
。
真
逆
で
、
財
務
省
の
社
会
保
障
計
画
は
、
「
借
金
財
政

で
２
兆
５
０
０
０
億
円
の
削
減
計
画
、
諮
問
会
議
で
は
。
５
兆
円
ま
で
削
減
可

能
（
年
金
・
医
療
・
介
護
）
と
の
提
言
あ
り
。
特
養
施
設
は
作
ら
な
い
が
前
提
。 

し
か
し
、
肝
心
要
の
特
養
の
現
場
が
す
で
に
疲
弊
し
、
破
綻
し
は
じ
め
て
い

る
。
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
と
、
「
１
～
８
月
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

の
倒
産
件
数
は
５５
件
。
わ
ず
か
、
８
カ
月
間
で
昨
年
の
倒
産
件
数
５４
件
を
超

え
、
２
０
０
０
年
に
新
し
い
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
以
来
、
最
多
記
録
を

更
新
」
と
あ
る
。 

“
さ
て
、
政
策
の
本
質
（
意
図—

ね
ら
い
）
・
問
題
点
と
は
何
だ
ろ
う 

” 

 

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
＝
「
一
億
総
動
員
」
と
い
う
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
だ
ぶ

っ
て
見
え
る
。
パ
ー
ト
・
派
遣
社
員
・
日
雇
い
労
働
・
臨
時
職
員
・
嘱
託
職
員
・

風
俗
・
売
春
・
ブ
ラ
ク
労
働
・
介
護
労
働
・
家
族
介
護
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
０

残
業
代
・
過
労
死
労
働
・
福
島
原
発
作
業
（
下
請
け
構
造
）
等
々
、 
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ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
を
、
視
て

思
う
こ
と
を
記
し
て
い
く
。
戦
後

七
〇
年
の
節
目
に
、「
障
害
者
と
戦

争
」
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
こ

の
番
組
だ
が
、
今
回
は
海
外
編
だ

と
い
う
。
し
か
も
、
舞
台
は
ド
イ

ツ
だ
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ナ

チ
ス
・
ド
イ
ツ
政
権
に
よ
る
ユ
ダ

ヤ
人
大
虐
殺
は
あ
ま
り
に
も
有
名

で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
」
だ
。
六
〇
〇
万
人
も
の
ユ

ダ
ヤ
人
の
大
量
犠
牲
者
を
出
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。 

ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
が
始
ま
る
は

る
か
前
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
は
障
害

者
た
ち
は「
生
き
る
価
値
が
な
い
」

と
さ
れ
、
二
〇
万
人
以
上
の
精
神

障
害
者
や
知
的
障
害
者
、
さ
ら
に

病
者
・
患
者
が
ガ
ス
室
等
で
「
安

楽
死
」
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
だ
。 

こ
の
「
安
楽
死
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
熱
狂
的
ナ
チ
党
員
だ
け
で
で

は
な
く
、
多
く
の
医
師
、
医
療
担

当
者
た
ち
も
関
わ
っ
て
い
た
。
ま

た
、
多
く
の
市
民
が
気
づ
い
て
い

な
が
ら
も
「
沈
黙
を
守
り
」
次
第

に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
も

の
だ
っ
た
と
い
う
。
な
ぜ
か
、
現

在
近
く
の
国
が
思
い
浮
か
ん
で
き

て
興
味
深
く
番
組
に
吸
い
込
ま
れ

て
い
く
。 

 

安
楽
死
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は 

今
回
、
日
本
障
害
者
協
議
会
代

表
の
藤
井
克
徳
氏
が
ド
イ
ツ
を
訪

ね
る
。
当
時
の
ド
イ
ツ
と
今
の
あ

り
方
と
、
日
本
を
見
つ
め
、
過
去

の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
ぬ
た
め
何
が

必
要
か
を
学
ん
で
い
く
。「
過
去
に

目
を
そ
ら
す
者
は
現
在
に
も
盲
目

に
な
る
」
と
、
い
う
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ

ッ
カ
ー
大
統
領
の
「
荒
れ
野
の
四

〇
年
」（
一
九
八
五
年
五
月
八
日
ド

イ
ツ
連
邦
議
会
演
説
）
の
言
葉
か

ら
こ
の
番
組
は
始
ま
っ
た
。
藤
井

氏
が
立
ち
寄
っ
た
場
所
は
、
安
楽

死
プ
ロ
グ
ラ
ム
い
わ
ゆ
る
「
Ｔ
４

作
戦
」の
記
念
碑
の
あ
る
場
所
だ
。

ベ
ル
リ
ン
の
所
在
地
住
所
、
テ
ィ

ー
ア
ガ
ル
テ
ン
通
り
４
番
地
か
ら

付
け
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
万
人
も

の
、
精
神
障
害
者
や
知
的
障
害
者

が
、
ガ
ス
室
で
安
楽
死
さ
せ
ら
れ

た
。
そ
の
裏
に
は
、
ド
イ
ツ
人
の

「
優
生
学
的
思
想
」
ま
た
障
害
者

の
「
財
政
的
負
担
」
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
と
し
て
「
生
き
る
に
値
し
な

い
命
」を
強
調
し
た
こ
と
に
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
、「
ド
イ
ツ
精
神
医
学

精
神
療
法
神
経
学
会
」
が
長
年
の

沈
黙
を
破
り
、
自
分
た
ち
医
師
が

患
者
殺
害
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
謝

罪
し
た
の
だ
。
こ
れ
を
、
き
っ
か

け
に
現
在
、
真
実
に
向
き
合
う
動

き
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら

さ
れ
た
。 

藤
井
氏
は
、「
Ｔ
４
作
戦
」
の
被

害
者
の
遺
族
と
会
い
取
材
を
進
め

て
い
く
中
で
様
々
な
事
実
を
知
る
。

父
親
が
、
靴
職
人
で
あ
り
ど
ん
な

に
家
族
思
い
で
あ
っ
た
の
か
、
そ

の
父
が
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
罹
り

病
院
に
送
ら
れ
帰
ら
ぬ
人
な
っ
た

こ
と
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
は
、

病
者
や
障
害
者
を
「
安
楽
死
」
の

名
の
下
に
ガ
ス
室
で
殺
害
す
る
こ

と
を
知
ら
さ
れ
た
。
ま
っ
た
く
ひ

ど
い
話
だ
っ
た
。
更
に
、
ヒ
ト
ラ

ー
の
指
示
に
従
い
、
人
目
に
付
き

に
く
い
施
設
「
ク
ラ
ー
フ
ェ
ネ
ッ

ク
城
」
が
選
ば
れ
そ
こ
に
ガ
ス
施

設
を
設
置
し
た
と
の
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
そ
の
取
り
組
み
は
、「
ド
イ

ツ
国
家
」
の
遺
伝
子
的
か
つ
経
済

的
に
負
担
と
な
る「
個
人
を
排
除
」

す
る
「
人
種
的
優
生
政
策
」
だ
と

い
う
。
国
家
の
た
め
個
人
を
抹
殺

す
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
政
策
だ
と

「
ナ
チ
ス
か
ら
迫
害
さ
れ
た
障
害
者
た
ち
」 

を
視
聴
し
て
思
う
こ
と 

文
化
体
育
部
長 

久
保 

親
志 
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思
う
し
、「
障
害
者
が
真
っ
先
に
犠

牲
と
な
る
構
図
」
は
今
も
変
わ
っ

て
い
な
い
。 

視
覚
障
害
者
で
あ
り
、
日
本
の

障
害
者
運
動
を
リ
ー
ド
し
て
き
た

藤
井
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

「
障
害
者
を
抹
殺
し
て
も
、
権
力

者
は
次
の
弱
者
、
病
気
の
老
人
、

子
供
、
女
性
を
迫
害
す
る
。」
と
い

う
。
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
だ
と

思
う
。
そ
し
て
、
過
去
の
悲
劇
を

繰
り
返
さ
ぬ
た
め
、「
ガ
ス
室
」
や

「
殺
り
く
の
現
場
」
を
保
存
し
、

後
生
に
伝
え
て
い
る
こ
と
は
誠
に

必
要
不
可
欠
な
こ
と
と
感
じ
た
。 

 

死
の
門
に
繋
が
る
線
路 

戦
後
七
〇
年
の
節
目
に
、「
障
害

者
と
戦
争
」
に
つ
い
て
考
え
る
シ

リ
ー
ズ
（
ド
イ
ツ
編
）
の
二
夜
目

の
視
聴
だ
。
現
在
の
我
が
国
の
状

態
と
重
な
る
思
い
で
重
い
内
容
で

あ
る
が
再
び
番
組
に
吸
い
込
ま
れ

て
い
っ
た
。
番
組
冒
頭
に
真
っ
直

ぐ
に
伸
び
る
線
路
の
映
像
が
目
に

焼
き
付
く
、「
ベ
ル
リ
ン
・
グ
ル
ー

ネ
ヴ
ァ
ン
ト
駅
一
七
番
線
」
の
線

路
だ
、「
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
強
制
収

容
所
」
の
死
の
門
に
繋
が
っ
て
い

る
の
だ
。 

藤
井
氏
が
、
線
路
前
の
床
に
刻

印
さ
れ
て
い
る
プ
レ
ー
ト
に
手
を

接
触
さ
せ
て
、
ガ
イ
ド
の
声
を
聴

き
な
が
ら
質
問
し
て
い
る
状
態
が

印
象
的
だ
っ
た
。「
一
九
四
三
年
一

一
月
八
日
」
「
五
〇
人
の
ユ
ダ
ヤ

人
」「
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
へ
」
と
記

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
床

に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
プ
レ
ー
ト
に

は
、「
日
付
」「
行
き
先
」、
そ
し
て

「
運
ば
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
数
」
が

刻
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
な
ん
と
恐

ろ
し
い
こ
と
だ
。 

そ
れ
と
共
に
、「
二
〇
万
人
も
の
、

精
神
障
害
者
や
知
的
障
害
者
が
、

ガ
ス
室
で
安
楽
死
さ
せ
ら
れ
た
」

こ
と
が
頭
に
残
っ
て
消
え
な
い
。

重
た
い
気
持
ち
の
な
か
で
、
今
夜

の
番
組
が
推
移
し
て
い
く
。
考
え

が
た
い
も
の
だ
。 

虐
殺
の
実
態
と
作
業
所 

ド
イ
ツ
国
家
の
、
優
生
思
想
を

背
景
に
し
た
「
障
害
者
虐
殺
の
実

態
」
を
知
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
を

訪
れ
た
藤
井
克
徳
氏
が
是
非
と
も

訪
ね
た
い
場
所
が
あ
っ
た
。
ナ
チ

ス
政
権
下
、
ベ
ル
リ
ン
市
内
で
作

業
所
を
経
営
し
て
い
た
オ
ッ
ト

ー
・
ヴ
ァ
イ
ト
と
い
う
ド
イ
ツ
人

視
覚
障
害
者
が
創
業
し
た
「
オ
ッ

ト
ー
・
ヴ
ァ
イ
ト
盲
人
作
業
所
」

だ
。
ヴ
ァ
イ
ト
は
、
ほ
ぼ
全
盲
に

な
っ
た
後
、
ほ
う
き
や
ブ
ラ
シ
を

製
造
す
る
小
さ
な
工
房
を
創
業
し
、

自
ら
の
命
を
危
険
に
晒
し
な
が
ら
、

過
酷
で
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
ユ

ダ
ヤ
人
障
害
者
を
救
っ
た
の
だ
。 

彼
は
主
と
し
て
視
覚
障
害
者
と

聴
覚
障
害
者
の
ユ
ダ
ヤ
人
約
三
五

人
を
雇
い
続
け
た
。
当
然
リ
ス
ク

を
伴
う
行
為
だ
っ
た
が
、
ヴ
ァ
イ

ト
は
「
国
防
上
重
要
な
」
製
品
を

作
っ
て
い
る
か
ら
と
主
張
し
、
時

に
は
、当
局
に
賄
賂
を
手
渡
し
て
、

ユ
ダ
ヤ
人
の
障
害
者
が
強
制
収
容

所
に
送
ら
れ
る
の
を
防
ご
う
と
し

た
の
だ
。
彼
ら
を
救
う
た
め
に
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
た
こ
と
が
番

組
に
よ
り
示
さ
れ
た
。 

番
組
ク
ル
ー
は
、「
盲
人
作
業
所

博
物
館
」
を
訪
ね
た
。
階
段
を
上

る
と
、
き
れ
い
に
改
装
さ
れ
た
空

間
が
あ
っ
た
。
当
時
の
工
房
の
様

子
が
再
現
さ
れ
た
部
屋
の
中
で

「
ブ
ラ
シ
」
を
つ
く
る
機
械
を
触

る
藤
井
氏
の
嬉
し
そ
う
な
姿
が
目

を
引
い
た
。
作
業
所
の
中
を
進
む

と
、
奥
の
部
屋
の
洋
服
ダ
ン
ス(

模

型)

の
裏
に
隠
れ
家
が
あ
っ
た
。 

こ
こ
だ
け
は
改
装
を
ま
っ
た
く

施
さ
な
い
状
態
で
残
し
て
あ
っ
た

の
だ
。
こ
の
、
部
屋
で
は
、
最
終

的
に
大
戦
を
生
き
延
び
た
ご
く
わ

ず
か
な
生
存
者
の
こ
と
が
紹
介
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ナ
チ
ス
政

権
が
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
を
強
化
す
る

中
で
容
赦
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
障
害

者
か
ら
、
希
望
や
人
間
の
尊
厳
、

す
べ
て
を
奪
っ
て
い
く
。
ヴ
ァ
イ

ト
の
尽
力
も
空
し
く
、
第
二
次
大
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戦
末
期
ほ
と
ん
ど
の
従
業
員
が
ゲ

シ
ュ
タ
ポ
に
連
行
さ
れ
、
そ
し
て

「
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
」
で
そ
の
命

を
落
と
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
た
。 

 

し
か
し
、
オ
ッ
ト
ー
・
ヴ
ァ
イ

ト
と
盲
人
作
業
所
の
こ
と
は
歴
史

に
残
さ
れ
、
過
去
の
悲
劇
を
繰
り

返
さ
ぬ
た
め
の
指
針
と
な
っ
て
い

る
と
感
じ
た
。 

 

ベ
ル
リ
ン
陥
落 

一
九
四
五
年
に
ベ
ル
リ
ン
は
陥

落
し
、
戦
争
は
終
わ
る
。
全
て
の

「
強
制
収
容
所
」
は
解
放
さ
れ
、

ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
迫
害
も
終
わ
り
を

告
げ
た
。 

藤
井
氏
は
語
る
、「
今
回
は
っ
き

り
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
一
般
論

で
働
く
能
力
が
な
い
か
ら
と
か
、

あ
る
い
は
社
会
の
お
荷
物
と
い
わ

れ
て
き
た
け
ど
、
改
め
て
、
誰
に

と
っ
て
価
値
が
な
い
の
か
と
い
う

こ
と
、
戦
争
を
進
め
て
行
く
も
の

に
と
っ
て
時
の
権
力
に
と
っ
て
、

価
値
が
な
い
も
の
と
い
う
、
非
常

に
強
者
の
論
理
。
弱
い
者
に
問
題

が
集
中
す
る
と
い
う
の
は
、
現
代

と
も
日
本
と
も
繋
が
っ
て
い
る
な
。

例
え
ば
虐
待
だ
と
か
、
た
と
え
ば

経
済
事
情
が
悪
く
な
っ
て
い
く
と
、

真
っ
先
に
障
害
者
が
解
雇
さ
れ
て

し
ま
う
と
か
い
う
事
実
は
あ
ま
た

あ
る
訳
な
の
で
、
こ
の
辺
か
ら
問

題
点
を
察
知
す
る
力
を
や
は
り
磨

く
と
い
う
の
も
大
事
じ
ゃ
な
い
か

な
。」
と
。 

ユ
ダ
ヤ
人
障
害
者
は
、
二
重
の

差
別
と
迫
害
を
受
け
て
い
た
こ
と

を
番
組
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
た
。 

道
路
に
埋
め
込
ま
れ
た
小
さ
な

プ
レ
ー
ト
が
あ
る
。
ナ
チ
ス
の
犠

牲
者
、
一
人
ひ
と
り
が
住
ん
で
い

た
場
所
に
あ
る「
つ
ま
ず
き
の
石
」

と
呼
ば
れ
る
記
念
碑
だ
。
犠
牲
者

の
名
前
と
な
く
な
っ
た
時
期
や
場

所
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
過
去

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
ド
イ
ツ
国
内

外
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。 

い
ま
彼
ら
は
、
私
た
ち
を
ど
う

み
つ
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
最

後
に
映
さ
れ
た「
つ
ま
ず
き
の
石
」

は
、
こ
の
番
組
に
と
っ
て
、
ま
た

私
達
に
と
っ
て
「
過
ち
を
二
度
と

繰
り
返
さ
な
い
」
と
い
う
象
徴
的

な
映
像
だ
と
感
じ
た
。 

ま
た
、「
安
全
保
障
関
連
法
」
の

成
立
で
現
在
進
ん
で
い
る
戦
争
へ

の
道
に
対
し
、
反
対
の
声
を
挙
げ

る
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
た
番
組

だ
と
思
っ
た
。 

以
上 

  

（
参
考
テ
レ
ビ
番
組
） 

「
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｅ
テ
レ
」《
シ
リ
ー
ズ
戦
後
七
〇
年 

障
害
者
と
戦
争
》「
ナ
チ
ス
か
ら
迫

害
さ
れ
た
障
害
者
た
ち
」 

（
一
）
二
〇
万
人
の
大
虐
殺
は
な

ぜ
起
き
た
の
か
二
〇
一
五
年
八
月

二
五
日
（
火
曜
）。 

（
二
）
あ
る
視
覚
障
害
者
の
抵
抗

八
月
二
六
日
（
水
曜
）。 

 

本
当
に
月
日
の
経
つ
の
は
早
い

も
の
で
、
い
つ
の
間
に
か
今
年
も

一
二
月
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
一
二
月

は
意
義
深
い
月
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
一
九
四
八
年
の
国
連
総
会
に

お
い
て
、「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
た
日
で
あ
る
一
二
月
一
〇

日
を「
世
界
人
権
デ
ー
」と
定
め
、

一
二
月
四
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
を
、

「
人
権
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。 

同
じ
く
一
二
月
九
日
は
、
一
九

七
五
年
の
国
連
総
会
で
「
障
害
者

の
権
利
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
日

で
す
。
障
害
者
基
本
法
で
、「
障
害

者
週
間
」
は
、
一
二
月
三
日
か
ら

九
日
ま
で
の
一
週
間
と
す
る
と
定

め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
今

月
は
人
権
に
か
か
わ
る
月
な
の
で

す
。「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る

二
一
世
紀
に
入
っ
て
一
五
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
来
る
べ
き
年
も
、

平
和
を
守
っ
て
歩
ん
で
い
け
る
よ

う
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ち
か
し
） 
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平
成
二
七
年
度
第
三
回
茨
城
県
総

合
教
育
会
議
に
お
け
る
発
言
よ
り 

「障
害
者
の
社
会
的
コ
ス
ト

と
生
命
・死
生
観
」に
立
ち

入
り
、教
育
委
員
会
で
政
策
提

起
と
は
〝
驚
愕
・
息
を
の
む
〟 

＊
７
０
余
年
前
の
妖
怪
が
蘇
る
！ 

「
長
谷
川
智
恵
子
教
育
委
員

（
七
一
）
の
発
言
が
問
題
に
な
っ

た
あ
と
、
各
界
か
ら
の
「
抗
議
」

も
あ
り
、
同
委
員
は
辞
職
し
て
い

る
が
、
辞
め
れ
ば
い
い
と
い
う
事

態
で
は
な
い
。
当
事
者
の
立
場
か

ら
は
、
こ
の
発
言
は
国
連
の
「
障

害
者
権
利
約
」
に
反
す
る
こ
と
は

い
う
ま
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

ま
し
て
、
同
権
利
条
約
を
「
知

ら
な
い
」
と
は
言
え
る
立
場
で
も

な
い
。
教
職
に
あ
り
、
公
務
員
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
国
の
「
差
別
解

消
法
」
に
沿
っ
て
も
、
教
育
委
員

会
、
茨
城
県
・
厚
労
省
・
内
閣
府

の
政
策
上
の
問
題
と
課
題
と
言
え

る
。
よ
っ
て
、
ま
ず
、
同
教
育
委

員
会
の
議
事
録
が
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ

れ
て
い
る
の
で
、
中
特
別
支
援
学

校
に
係
る
発
言
部
分
を
抜
粋
す
る
。 

 

会
議
録
か
ら
概
要 

 

和
田
委
員 

生
涯
、
子
育
て
の
当
事

者
と
な
る
自
覚
を
促
す
と
い
う
の

も
、
是
非
、
教
育
の
中
に
入
れ
て

頂
け
れ
ば
と
、
思
い
ま
す
。 

 

橋
本
知
事 

そ
れ
は
、
ど
こ
か
で

読
め
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
な
。 

和
田
委
員 
茨
城
教
育
プ
ラ
ン
で

す
と
、
妊
娠
と
出
産
に
関
す
る
正

し
い
知
識
と
言
う
事
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
妊
娠
の
経
過
と
か

出
産
の
こ
と
に
つ
い
て
、
で
は
な

く
て
将
来
、
計
画
妊
娠
、
計
画
出

産
す
る
と
い
う
家
族
計
画
と
い
う

保
健
の
教
科
書
の
分
野
が
、
あ
る

の
で
す
け
れ
ど
も
、
妊
娠
と
出
産

だ
け
で
は
な
く
て
、働
き
な
が
ら
、

い
つ
産
む
か
と
い
う
計
画
の
と
こ

ろ
も
入
れ
て
頂
け
る
と
よ
ろ
し
い

の
で
は
な
い
か
と
。 

小
野
寺
教
育
長 

四
ペ
ー
ジ
で
す

け
れ
ど
も
、
大
綱
の
基
本
方
針
一

の
中
の「
命
を
大
切
に
す
る
教
育
、

世
代
を
つ
な
ぐ
教
育
の
推
進
」
は

こ
こ
に
入
っ
て
い
る
。  

橋
本
知
事 

「
世
代
を
つ
な
ぐ
」
は
、

こ
れ
は
新
し
く
今
の
教
育
プ
ラ
ン

に
は
入
っ
て
い
な
い
よ
な
。  

小
野
寺
教
育
長 

今
ま
で
は
、
入
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。  

橋
本
知
事 

こ
れ
は
あ
え
て
、
入
れ

は
じ
め
た
の
で
す
。
国
の
学
習
指

導
要
領
に
も
入
っ
て
い
な
い
の
で
。

学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
も
、
中

央
教
育
審
議
会
で
意
見
を
言
っ
た

こ
と
も
あ
る
の
で
。 

世
代
を
つ
な
ぐ
っ
て
い
う
発
想

を
持
っ
て
こ
な
い
と
、
今
の
よ
う

な
計
画
出
産
と
か
云
々
と
い
う
こ

と
ま
で
に
も
つ
な
が
っ
て
行
か
な

い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
。 

今
が
良
け
れ
ば
、
と
い
う
格
好

で
は
い
け
な
い
の
で
は
、
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
、「
世
代
を
つ
な
ぐ

教
育
の
推
進
」
と
い
う
の
を
入
れ

た
の
で
す
け
れ
ど
も
。
〜
中
略
〜 

（
２
）
そ
の
他
。 

橋
本
知
事 

特
に
何
か
、
あ
り
ま
し

た
ら
ど
う
ぞ
。 

必
ず
し
も
、
総
合
教
育
会
議
や

大
綱
に
関
係
し
な
い
こ
と
で
も
結

構
で
す
し
、
知
事
部
局
で
教
育
に

つ
い
て
、
こ
ん
な
こ
と
考
え
て
は

ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
も
。  

長
谷
川
委
員 

こ
の
間
、
見
学
さ
せ

て
頂
い
た
特
別
支
援
学
校
。 

凄
い
人
数
が
、
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と 

に
驚
い
て
、い
わ
ゆ
る
３
か

月
の
妊
娠
の
初
期
に
、
も
っ
と
わ

か
る
よ
う
に
で
き
な
い
の
で
し
ょ

う
か
ね
と
思
い
ま
し
た
ね
一
番
。 

産
ま
れ
る
前
、
４
か
月
か
ら
以

降
に
な
る
と
、
堕
ろ
せ
な
い
で
す

か
ら
。
早
い
時
期
に
問
題
が
あ
り

そ
う
だ

っ
て
い
う
のが
、
お
医
者

様
と
（
相
談
で
き
れ
ば
）、
あ
ま
り

に
も
多
い
の
で
、
そ
れ
に
従
事
し

て
い
る
方
た
ち
も
、
本
当
に
良
く
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や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

す
よ

ね
。
も
の
凄
い
人
数
の
方
が
、
従

事
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。 

県
と
し
て
も
、
あ
れ
は
大
変

な
予
算
だ

ろ
う
と思
い
ま
し
た
。  

橋
本
知
事 

医
療
も
発
達
し
て
き

て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
方
た
ち

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い
る
の

で 

す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
そ
こ

で

じ

ゃあ堕
ろ
す
の
が
、
堕
胎
が

い
い
の
か
ど
う
か
っ
て
い
う
、
そ

う
い
う
倫
理
的
な
問
題
ま
で
、
入

っ
て
き
て
し
ま
う
。  

長
谷
川
委
員 

意
識
改
革
し
な
い

と
。
三
か
月
以
内
の
ほ
ん
と
に
初

期
じ

ゃ
な
い
と、
無
理
だ

と思

う
ん
で

す
ね。
遺
伝
子
の
あ
れ
と

か
、
そ
う
い
う
の
で
わ
か
れ
ば
、

一
番
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

産
ま
れ
て
き
て
か
ら
で
は
、
本

当
に
大
変
で
す
ね
。 

橋
本
知
事 

和
田
さ
ん
ど
う
？  

和
田
委
員 

手
術
は
、
二
一
週
六
日

ま
で
、
受
け
ら
れ
る
の
で
す
け
れ

ど
も
、
茨
城
の
女
の
人
、
妊
娠
に 

気
が
付
く
の
が
遅
い
の
で
、
も
っ

と
高
校
生
さ
ん
た
ち
は
、
月
経
記

録
ノ
ー
ト
を
付
け
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
て
す
ぐ
病
院
に
行
っ
て
、
す

ぐ
専
門
家
と
相
談
す
る
よ
う
に
す

る
の
が
、
一
番
よ
ろ
し
い
か
と
思

い
ま
す
。
ご
本
人
が
産
む
っ
て
決

め
た
ら
、
み
ん
な
で
バ
ッ
ク
ク
ア

ッ
プ
し
ま
す
け
れ
ど
も
。
妊
娠
が

わ
か
っ
た
あ
と
で
、
ど
う
し
よ
う

っ
て
い
う
（
高
校
生
の
）
ケ
ー
ス

に
関
し
て
は
、 

先
生
お
っ
し
ゃ
る

こ
と
（
早
期
妊
娠
判
定
）
も
と
て

も
い
い
ご
意
見
だ
と
思
い
ま
し
た
。  

長
谷
川
委
員 
一
生
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
小
中
高
の
学
校
に
行
っ
て

い
る
間
は
預
け
ら
れ
る
け
ど
、
そ

れ
か
ら
は
親
や
兄
弟
が
見
て
っ
て

こ
と
に
な
る
し
、
今
だ
い
た
い
、

ぱ
っ
と
数
え
る
と
、
三
千
何
百
人

か
は
茨
城
県
内
で
養
護
学
校
に
行

っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
だ
か
ら
。 

ご
自
宅
に
い
る
方
ま
で
い
れ
た

ら
凄
い
で
す
ね
。 

 

橋
本
知
事 

一
〇
年
ち
ょ
っ
と
前

か
ら
五
割
増
く
ら
い
。 

長
谷
川
委
員 

あ
れ
だ
け
は
、
ち
ょ

っ
と
凄
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
ち
ょ
っ
と
大
綱
と
は
関
係

な
い
こ
と
で
す
。 

け
れ
ど
、
茨
城
県
は
そ
う
い
う

こ
と
を
減
ら
し
て
い
け
る
方
向
に

な
っ
た
ら
い
い
な
と
。 

 

橋
本
知
事 

ど
う
や
れ
ば
っ
て
い

う
こ
と
、
倫
理
面
も
含
め
て
。 

保
健
福
祉
部
と
教
育
委
員
会
、
ば

っ
か
り
じ
ゃ
な
い
の
で
、
大
人
の

方
が
多
い
わ
け
で
す
か
ら
。（
障
害

福
祉
に
つ
い
て
は)

、
そ
ち
ら
も
含

め
て
や
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

※ 

上
記
議
事
録
中
、特
別
支
援

学
校
に
係
る
発
言
に
つ
い
て
は
、

本
人
が
撤
回
し
て
お
り
ま
す
が
、

当
分
の
間
、
本
人
の
了
解
の
も
と

に
、
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
す
。」

と
あ
る
。 

 

※ 

一
一
月
一
八
日
の
県
総
合

教
育
会
議
に
お
け
る
長
谷
川
教
育

委
員
の
発
言
に
関
す
る
知
事
臨
時

記
者
会
見
（
一
一
月
二
一
日
）
参

照
を
願
う
。 

h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.ib

a
ra

k
i.jp

/b
u
g
a
i/k

o
h
o
/h

o
d
o
/p

re
s
s

/p
1

5
1

1
2

1
.h

tm
l 

※
右
記
者
会
に
つ
い
て
も
、「
読

み
取
り
」
が
不
可
欠
で
す
。
紙
数

の
関
係
照
会
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

是
非
検
索
い
た
だ
い
て
、
ご
意
見

を
是
非
、
提
起
願
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
、
具
体
的
な
事
案
に

対
し
て
、
当
事
者
か
ら
の
論
点
・

論
戦
の
整
理
は
、
権
利
条
例
を
如

何
に
履
行
し
て
い
く
の
か
、
こ
れ

か
ら
の
「
実
務
的
課
題
」
で
あ
る

こ
と
を
共
有
し
、
権
利
行
使
に
関

す
る
「
基
軸
」
を
深
め
た
い
と
考

え
ま
す
。 

※
前
頁
の
四
～
六
ペ
ー
ジ
の

「
ナ
チ
ス
か
ら
迫
害
さ
れ
た
障
害

者
た
ち
」
久
保
氏
の
寄
稿
と
合
わ

せ
て
、
そ
の
「
歴
史
的
経
緯
」
含

め
て
読
み
取
っ
て
ほ
し
い
と
願
う

も
の
で
す
。 

 
 

 
 

（
し
ん
） 
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編
集
後
記 

 

 

今
年
は
、
暖
冬
と
テ
レ
ビ
等
の

ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
冬
と
は
思
え
な
い
日
も
多

く
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

（
坂
本
） 

《 今月の時事 》 

厚生労働省では、医療法第六条の十五（平成２７年１０月１日施行）に基づき「医療事

故調査・支援センター」を指定することとしており、「厚生労働大臣は、医療事故調査を

行うこと及び、医療事故が発生した病院等の管理者が行う医療事故調査への支援を行うこ

とにより医療の安全の確保に資することを目的とする 一般社団法人又は、一般財団法人で

あって、次条に規定する業務を適切、かつ、確実に行うことができると認められるものと

する。センターが行うこととされている、調査等業務（医療法第六条の十六）は、一、医

療機関の院内事故調査の報告により、収集した情報の整理及び、分析に関すること。 

二、院内事故調査の報告をした、病院等の管理者に対する情報の整理及び、分析結果の

報告に関すること。三、医療機関の管理者が、医療事故に該当するものとして、医療事故

調査・支援センターに報告した事例について、医療機関の管理者又は、遺族から調査の依

頼があった場合の調査に関すること及び、その結果の医療機関の管理者及び、遺族への報

告に関すること。四、医療事故調査に従事する者に対する、医療事故調査に係る知識及び、

技能に関する研修に関すること。五、医療事故調査の実施に関する相談、必要な情報の提

供及び、支援に関すること。六、医療事故の再発の防止に関する、普及啓発に関すること。

七、その他医療の安全の確保を図るために、必要な業務に関すること。とあり、具体的に

は、「Q９. 「医療事故」が起きたときに、具体的にどのような調査が行われるのか？ 

A9.  医療機関は、医療事故が発生した場合、まずは遺族に説明を行い、医療事故調査・支

援センターに報告します。その後、速やかに院内事故調査を行います。医療事故調査を行

う際には、医療機関は医療事故調査等支援団体（注）に対し、医療事故調査を行うために

必要な支援を求めるものとするとされており、原則として外部の医療の専門家の支援を受

けながら調査を行います。とあるが、これまでの「医療事故」がどのように「処理」され

て来たのか、その中で「水俣・エイズ・福島原発と被爆・労災認定」に係る「医学的証左」

について、歴史的経緯にそって、これから対応すべきと、考える。以下、「医療事故調査

制度に関するQ&A（Q１〜26）から検索を願う。（下線部分は、しん）           

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000061215.html 
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